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     年     組 氏名              

 

 Yes/Noで答えられる問いにする 

第
１
章 

問
い  

結
論 ここには書かなくてよい。論文では第１章でも「結論」を述べる。 

研
究 

動
機  

 用語や概念の説明、経緯や背景（参考文献番号） 

第
２
章 

基
本
知
識
・

問
題
の
背
景 

 

 結論を主張するための一つ目の根拠 

第
３
章 

根拠①： 

裏
付
け 

根拠を裏付けるデータ（数値・グラフ・表）／具体例／専門家の意見（参考文献番号） 

 
予想される反論 

 
 
 

反
論
に
対
す
る
反
論 

根拠を裏付けるデータ（数値・グラフ・表）／具体例／専門家の意見（参考文献番号） 

 

 結論を主張するための二つ目の根拠 

 根拠②： 

第
４
章 

裏
付
け 

根拠を裏付けるデータ（数値・グラフ・表）／具体例／専門家の意見（参考文献番号） 

 
予想される反論 

 
 
 

 

反
論
に
対
す
る
反
論 

根拠を裏付けるデータ（数値・グラフ・表）／具体例／専門家の意見（参考文献番号） 

 

 「論題(問い)」と対にする （Yes/Noのどちらかを残す） 

第
５
章 

結
論 

Yes 
・ 
No 

 


